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「さりながら さりながらなお さりながら。 あたたか
くなったら，大学にも遊びに来てください。」と返信する
ばかりだった。
東日本大震災―すなわち巨大地震と大津波という，「忘
れられたころにやってきた」自然の猛威と，原子力発電所
の損壊による放射能汚染という科学技術の思わぬ落とし穴
と―を目の当たりにした（それはテレビの画面に繰り返し映
し出された）私たちは，人間とは何か，社会とは何か，自
然とは何か，科学技術とは何かについて，根本的な見直し
をせまられたといえるだろう。
一瞬にして多くの命が奪われる。親が子が，ついさっき
まで話し，笑っていた友人知人が，一瞬にしていなくな
る。なぜ？ どうして？ 彼らの人生は何だったのか。生
き残った，あるいは残された私はなぜ？ どうして？ 何
をすればいいのか。
災害の現地から遠く離れて暮らす人たちにも，同じ問い
が存在するはずだろう。それは明日はわが身かも知れない
という単純なことではなくて，同じ日本人であり，同時代
に生きる者同士であり，一つの地球に生きる人類であると
いう，被災地の人たちとのまさに絆が存在するからである。
それは開かれた絆である。
大きな被害を受けた，東北地方太平洋沿岸は，日本有数
の水産地帯，まさに自然の恵みに恵まれたところだった。
それが一転，地震と津波という天災に見舞われたのだった。
自然とは私たちにとって何なのか。自然にとって私たち
は何なのか。
人間が生まれるはるか前から自然はあった。その自然の
中に人間が誕生した。それは自然の歴史の中ではつい最近
のことだろう。津波によって根こそぎ家々が持っていかれ
て更地のようになった土地。そこはその昔は，砂原か草地
だっただろう。もともと自然の一部にすぎなかった人間。
いや，今でもそうだろう。原子力を造り出し，宇宙船を飛
ばし，臓器移植をするようになった今日でも，ことの本質
は変わっていないのではないだろうか。「人類は，少なく
ともおよそこの5万年にわたって，その基本的な脳の働き
方において少しも変わっていないのである。……私たちは，
ラップトップをかかえた石器人でもある」という，行動生
態学者長谷川眞理子氏の指摘（2003年4月27日付朝日新聞）
は示唆的である。
人と人とが絆を結ぶ以前に，人は自然と強い絆で結ばれ
ていたというべきではないだろうか。近代化の過程で，私
たちが失ったものの最大のものは，まさにそれなのではな
いだろうか。いや，人と自然とが強い絆で結ばれていると
いう事実自体はなくなってはいない。現代人が失ったもの
は，人と自然とが強い絆で結ばれているという事実につい
ての自覚であろう。
「何事のおはしますをば知らねどもかたじけなさに涙こ
ぼるる」（西行法師家集）とよんだ中世人はたしかに，自己
と自然との，いや自然のさらに向こうにある大いなるもの
との絆を感じ取っていたにちがいない。
（やまもと ひろや 歴史文化学科）
（98）
